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審 査 の な い 国 際 会 議 お よ び 東 北 大 学 選 研 粂 報 の 共 著 論 文
3 ・ 1  石 灰 焼 結 鉱 の 鉱 物 組 織 と 被 還 元 性 の 関 係 に つ し て
_ 三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 , 浅 田 実 : 東 北 大 学 選 研 粂 報 ,  1 9 , 1 0 3  a 9 6 3 )
3 ・ 2  X 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー の 適 用 性 に 関 す る 二 , 三 の 試 験 結 果
二 本 木 貢 治 , 南 部 松 夫 , 大 森 康 男 , 加 藤 清 一 : 東 北 大 学 選 研 粂 報 , 1 9 , 1 2 7  a 9 6 3 )
3 - 3  局 ク ロ ム ラ テ ラ イ ト 鉱 の 乾 式 処 理 に よ る ク 戸 厶 回 収 に つ V て
二 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 , 徳 田 昌 則 , 小 野 田 守 , 佐 藤 史 生 , 佐 藤 清
東 北 大 学 選 研 粂 報 , 2 2 , 8 9  a 9 6 6 )
3 - 4  局 ク 戸 ム ラ テ ラ イ ト 鉱 の 乾 式 処 理 に よ る ク ロ ヤ イ ト の 形 態 に つ し て
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 , 徳 田 昌 則 , 小 野 田 守 , 佐 藤 史 生 , 佐 藤 清









































酸 化 鉄 ぺ レ , ト の 水 素 還 元 に お け る ガ ス 側 物 質 移 動 係 数 の 評 価
高 橋 礼 二 郎 , 八 木 順 一 郎 , 大 森 康 男 : 東 北 大 学 選 研 粂 報 , 3 0 , 1 0 9  a 9 7 4 )
還 元 し た 酸 化 鉄 ぺ レ 、 , ト の 有 効 拡 散 係 数 の 高 温 に お け る 直 接 測 定
高 橋 礼 二 郎 , 可 児 明 , 八 木 順 ・ 一 郎 , 大 森 康 男 : 東 北 大 学 選 研 数 報 , 3 1 ,
9 8  ( 1 9 7 5 )
充 填 層 に お け る 粒 子 ・ 流 体 間 熱 交 換 お よ び 管 壁 か ら の 熱 損 失
志 垣 一 郎 , 八 木 順 ・ 一 郎 , 高 橋 礼 二 郎 , 大 森 康 男 , 西 田 礼 次 郎 : 東 北 大 学 選 研 粂
報 , 3 2 , 3 2  ( ] 俳 6 )
イ オ ン マ イ ク 戸 ア ナ ラ イ ザ ー に よ る 石 英 中 の 流 体 包 有 物 の 組 成 分 析
佐 藤 史 生 , 南 部 正 光 , 大 森 康 男 , 〒 川 典 久 : 東 北 大 学 選 研 粂 報 , 3 3 , 兜  a 9 7 フ )
T h e o r e t i c a l  a n d  E x p e t i m e n t a l  s t u d y  o n  t h e  R e d u c t i o n  o f  l r o n  o x i d e  p e 1 1 e t s
i n  s h a f t  F u r n a c e
Y .  o m o r i ,  J .  Y a g i  a n d  T .  Y a n a g i y a :  T h a  7 t h  J a p a n ・ U S S R
J o i n t  s y m p .  o n  p h y .  c h e m .  o f  M e t a Ⅱ U r g i c a ]  p r o c e s s e s , 2 0  ( 1 9 7 9 ) , ( M a y
2 1 - 2 2 , 1 9 7 9 ,  M O S C O W ,  U S S R )
移 動 層 に よ る 酸 化 鉄 ぺ レ 、 , ト の 還 元 反 応 操 作 に お け る 流 動 , 伝 熱 , 物 質 移 動 の
同 時 解 析
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C a n i s t e r  法 に よ る 酸 化 鉄 ぺ レ 、 , ト 還 元 鉄 層 の 右 効 拡 散 係 数 の 測 定
高 橋 礼 二 郎 , 八 木 順 ・ 一 郎 , 大 森 康 男 , 局 橋 愛 和 : 東 北 大 学 選 研 粂 報 , 3 9 ,























重野芳人, A. V. Amoros010, Jr.,大森康男:東北大学選研粂報,4?,71a986)
1900~2000゜Cにおける SiC 十 CO = sio + 2C 反応の速度論的研究
井上博文,照井敏勝,鄭景瑞,大森康男,大谷正康.東北大学選研章報,43,
43 (1987)
Oxidation Behaviors of Yttorium・Aluminide coated Nickel Based
SuperaⅡoys at High Temperatures
Y.]eong MO, H.1noue and Y. omori:1St lnternational
Symposium on lnterprogress・Meta11Urgy, V01.2,5 (1990), czechoslovak
Sdentific・Technical soc.,(June 26-29, 1990, Kosice・Bratislava,
Chechoslovalda)
Current Rare Earth Minerals processing studies conducted by the Research
Institute of Mineral Dressing and Meta11Urgy (SENKEN), Tohoku
University
Y. omori:1nternational conference on Rare Earth Minerals and Minerals
for Electronic uses, Dept. of Min. and Meta11Urgical Eng., prince of
Songkla univ.,603 (1991)













解 説 ・ 資 料 な ど ( 単 独 と 共 著 を 含 む )
1  溶 鋼 鋼 津 の 挙 動 に つ し て ( そ の  1 )
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 . 電 気 製 鋼 , 2 6 , 9 1  a 9 5 5 )
2  溶 鋼 鋼 津 の 挙 動 に つ い て ( そ の 2 )
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 : 竃 気 製 鍋 , 2 6 , 1 8 2  ( 1 9 5 5 )
3  溶 鋼 鋼 津 の 挙 動 に つ い て ( そ の 3 )
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 : 電 気 鯉 鋼 , 2 6 , 2 6 9  ( 1 9 5 5 )
4  鉄 鋼 製 練 反 応 に 関 連 す る 電 気 化 学 的 研 究 の 文 献 集
三 本 木 貢 治 , 大 谷 正 康 , 大 森 康 男 : 東 北 大 学 選 研 章 報 , 1 3 , 1 Ⅱ ( 1 9 5 7 )
5  メ タ ル ・ ス ラ グ 問 の 界 面 現 象
大 森 康 男 : プ エ ロ ア ロ イ ,  1 4 , 9 9  ( 1 9 6 5 )
6  イ オ ソ 的 老 察 に よ る 溶 鉄 ー ス ラ グ 間 の 反 応 の 平 衡 論 お よ び 動 力 学 的 研 究 の 進 歩
大 森 康 男 : プ エ ロ フ ロ イ ,  1 4 , 1 8 4  a 9 6 6 )
7  X 線 マ イ ク ロ ア ナ リ シ ス に お け る 定 量 補 正 一 1  原 子 番 号 効 果 と 吸 収 補 正
三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 : 東 北 大 学 選 研 擬 報 , 2 1 , 1 7 1  a 9 6 5 )
8  X 線 マ イ ク ロ フ ナ ラ イ ザ ー 利 用 上 の 問 題 点
三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 : 日 本 金 属 学 会 報 , 5 , 1 1 5  a 9 6 6 )
9  X 線 マ イ ク ロ フ ナ リ シ ス に お け る 定 量 補 正 一 Ⅱ 蛍 光 励 起 補 正
二 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 : 東 北 大 学 選 研 粂 報 , 2 2 , 3 6  a 9 6 6 )
1 0  X 線 マ イ ク ロ ア ナ リ シ ス に お け る 定 量 補 正 一 補 遺
三 本 木 貢 治 , 大 森 康 男 . 東 北 大 学 選 研 粂 報 , 2 2 , 四 ( 1 9 6 印
Ⅱ 商 炉 の ソ 十 プ ト 効 率 に つ し て : 東 北 大 学 選 鉱 製 錬 研 究 所 創 立 3 0 周 年 記 念  1 、 鉄 鍋
製 練 に 関 す る 講 演 会 」 資 料  a 9 7 ] 年 H 月 6  田
1 2  金 属 工 業 に オ 6 け る 反 応 系 シ
ユ レ ー "
ン
ヨ
大 森 康 男 . 日 本 金 属 学 会 セ ミ ナ ー 「 金 属 工 業 に 郭 け る 電 子 計 算 機 の 利 用 」
6 9  a 9 7 5 )
B  塊 成 原 料 の 高 温 性 状
大 森 康 男 . Π 本 鉄 鋼 協 会 第 3 3 ・ 3 4 回 西 山 記 念 技 術 講 座
「 製 銑 技 術 の 最 近 の 進 歩 」 , 船 ( 1 9 7 5 )
? ?
N コークスの Bundouard 反応の動力学的研究につして
小林三郎,大森康男:東北大学選研章報,39,61(1983)
液相が共存する高温用セメソト使用による高温における多孔質体中ガス有刻ル太
散係数の"その場"1則定
重野芳人,大森康男:日本金属学会報,25,96 住98印
ンミュレーターによる焼結べ.,ドの高温帯の解析
葛西栄輝,大森康男:日本金属学会報,25,603 (198印
高炉内反応(1)
大森康男:日本鉄鋼協会第Ⅱ6・ H7回西111記念技術講座
「最近の製銑技術の進歩」,175 (198印
鉄鉱石塊成鉱およびコークスの高温反応時における有効拡散係数の喧接測定
大森康男,重野芳人:東北大学選研奨報,47,154 (1四D
15
16
17
18
13
